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気
象
情
報
会
社
の
ウ

ェ
ザ

―
ニ
ュ
ー
ズ
が
千
葉
大
学
な

ど
と
協
力
し
人
工
衛
星
の
打

ち
上
げ
を
目
指
し
て
い
る
。

流
氷
の
動
き
や
二
酸
化
炭
素

（Ｃ
０
２

）
濃
度
を
観
測
す

る
計
画
で
、

ウ
ェ

ザ
ー

社
は

航
行
が
難
し
い
北
極
海
航
落

の
開
拓
な
ど
に
役
立
て
る
考

え
だ
。

千
葉
大
は
保
有
す
る

観
測
技
術
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ

な
げ
る
チ
ャ
ン
ス
と
み
て
い

る
。

打
ち
上
げ
が
成
功
す
れ

ば
県
内
で
も
有
数
の
産
学
の

連
携
事
業
と
な
り
そ
う
だ
。

ｉ
天
候
観
測
な
ど
ウ
ェ
ザ
ト

社
の
本
社
機
能
が
集
ま
る
グ

七
■
バ
ル
セ
ン
タ

モ‐
八
千
葉

市
Ｙ
で
は
、

現
在
開
発
中
の
．

地
球
観
測
衛
塁

「Ｗ
Ｎ
■
衛

星

（仮
み
）
■
の
実
物
大
模

型
を
展
示
し
て
い
る
。

大
き

さ
二
十
五
寺
四
方
の
ア
ル
ミ

喜
望
峰
を
経
由
す
る
が
、

北

像
か
ら
北
極
海
の
流
氷
の
動

き
を
予
測
し
ヽ
安
全
な
航
路

を
船
舶
に
伝
え
る
ビ
ジ
ネ
ス

を
計
画
し
て
い
る
。

山
本
氏

は

「北
極
海
航
路
は
海
運
美

を

一
変
さ
せ
る
可
能
性
が
あ

る
。

流
氷
予
測
も
需
要
が
高

い
は
ず
」
と
話
す
。

衛
星
の
も
う

一
つ
の
機
能

は
Ｃ
０
２

濃
度
を
測
定
す
る

こ
と
一
衛
星
が
発
す
る
波
長

の
異
な
る
レ
ー
ザ
ー
光
を
地

上
で
受
け
、

光
の
減
少
具
合

高
め
る
狙
い
が
あ
る
一

十　
　
一一
ま
平
方
済
範
田
で
氷
や
雲

千
葉
大
は
観
測
し
た
画
像
一
な
ど
を
判
別
で
き
る
よ
う
工

や
デ
ー
タ
の
処
理
で
協
力
す

夫
す
る
。

卒
オ
抑
力
離
市
賤
銃
韓
鴻
知

車
韓
蝶
一
惨
柳
な
海
方
な
独

ル
カ
メ
ラ
と
同
程
度
の
機
能

研
究
セ
ン
タ
ト
の
久
世
宏
明

し
か
な
い
”
画
像
を

一
見
し

教
授
は

「
千
葉
大
が
持
つ
技

銚
研
動
聴
氷
執
斐
錦
一

華
晩

諭
建
弗
唯
４
薙
埼
牽
華
難
球

家
の
解
析
が
必
要
と
な
る
。

　
む
。
　
　
　
　
・

社

４
亀
〓

況
の

、一
＆
研
　
庫
苅
ワ ち
ユ
称
航
助
助
布

印

千
葉
大
は
画
像
解
析
な
ど

初
の
自
前
の
衛
星
と
な
る
。

を
長
年
研
究
し
て
お
り
、

ス

北
極
海
の
氷
の
写
真
は
、

他

マ
ト
ラ
沖
地
震
の
被
災
状
況

国
の
衛
星
を
利
用
す
れ
ば
撮

を
衛
星
で
観
測
し
復
興
に
役

影
で
き
る
が

「
一
枚
あ
た
り

術技測観一象
一

気

三
十
万
１

八
十
万
円
で
、

と

て
も
採
算
に
合
わ
な
い
六
山

本
氏
）
の
が
現
状
だ
。

既
存

の
デ
ー
タ
も
衝
星
を
保
有
す

る
国
の
方
針
に
よ

っ
て
加
工

で
き
な
い
な
ど
制
約
が
多

い
。山

本
氏
は

「自
社
の
衛
星

を
持
て
ば
事
業
の
幅
が
広
が

る
」
と
い
う
。

衛
星

一
台
あ

た
り
の
コ
ス
ト
も
機
能
を
絞

る
こ
と
で

一
億
「
三
億
円
に

圧
縮
。

五
台
程
度
の
衛
星
を

打
ち
上
げ
て
観
測
精
度
を
高

め
、

早
期
の
事
業
化
を
狙
う
。

ウ
ェ
ザ
ー
社
と
千
葉
大
の

希
望
を
載
せ
た
衛
星
は
二
〇

一
〇
年
度
十

一
一
年
度
、

海

外
の
ロ
ケ
ッ
ト
で
打
ち
上
げ

る
予
定
だ
。

合
金
製
の
立
方
体
で
、
カ
メ

極
海
の
撮
影
だ
。

温
暖
化
の

ラ
と
レ
ト
ザ
「
発
封
口
を
複

影
響
で
北
極
海
の
氷
が
減
少

一望
群
鋒
縫
鍛
話

星
が
我
々
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
大

極
海
航
路
を
使
え
ば
燃
料
費

き
く
飛
躍
さ
せ
て
く
れ
る
」

や
航
行
時
間
は
三
分
の
二
「

一
一
帥
酢

搾
弾
”

憾
一
，

■は一
一

一方
一
ナ

Ｈ
額
輸
徳
華
磋
ぜ


